
ご使用上のご注意

｠置時計

取扱説明書

誤飲による事故防止について

分解したり改造しないでください。故障の原因になります。

ここに示した注意事項は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防ぐためのものです。
必ず守ってください。

お買い上げいただきありがとうご
ざいます。
●お使いになる前に、この取扱説明
書をよくお読みください。

●お読みになった後も、必ず保管し
必要に応じてお読みください。

お客様相談室 0120-557-005｠

〒330-9551｠
埼玉県さいたま市大宮区北袋町1丁目299番12

お問い合わせ先

取扱説明書番号 R141-CXXZ

アフターサービスについて

ガラス時計枠について

この時計のアフターサービスは、お買い上げ販売店がい
たします。つぎの記載事項と保証書をよくお読みの上、ご
利用ください。
●修理部品の保有について
この時計の修理用性能部品（電子回路、歯車等）は製
造打ち切り後、7年間を基準に保有しています。ただ
し外装部品（ケース、文字板等）の修理には、類似の代
替品を使用させていただくこともあります。

●修理可能期間について
無料保証期間が過ぎても、この時計の性能部品保有
期間中は、原則として有料修理が可能です。ただし、修
理には販売店と修理工場の往復運賃・諸掛り費用も加
わり、商品により修理代金が高額になる場合がありま
すので、販売店とよくご相談ください。

●転居または贈答品の場合
転居または遠隔地からの贈答品で、お買い上げ販売
店でのアフターサービスが受けられない場合は、本
取扱説明書に記載のお客様相談室にご相談くださ
い。（保証期間中の場合は、販売店の保証書が必要
です。）

表示内容を無視して、誤った使い方をした時に生
じる危害や損害の程度を、下記の表示で区分して
説明しています。

お守りいただく内容の種類を、下記の表示で区分
して説明しています。（表示の一例です。）

この表示は、してはいけない「禁止」
内容です。

この表示は、必ず実行していただく
「強制」内容です。

この表示は、「死亡または重傷などを
負う可能性が想定される」内容です。

この表示は、「傷害を負う可能性また
は物的傷害のみが発生する可能性が
想定される」内容です。

小さな部品や電池は、幼児の手の届く所に置かないでください。万一、飲み込
んだ場合は、すぐに医師の治療を受けてください。

はシチズン時計株式会社の登録商標です。

アフターサービスなどについてご不明なこ
とがありましたらお客様相談室にお問い合
わせください。お買い上げの製品に関する
お問い合わせに際しては、裏面や底面など
に表示してある製品番号（型番）をお伝え
ください。

http://www.rhythm.co.jp

発売元

ボタン電池について

ショート、分解、加熱、火に入れるなどしないでください。液もれ、発熱、破裂
の原因になります。

この時計枠には地球環境に配慮した鉛含有率
０％の光学ガラスを使用しています。

光学ガラスは、主にカメラや望遠鏡のレンズなど
に用いられる高品質な素材です。

この時計枠は熟練工によって手加工で生産され
ており、光学ガラス素材のもつ輝きや透明感を引
き出すために何回も研磨して仕上げています。し
たがいまして、一品ごとに少しずつ寸法が異なっ
ています。

受付時間 9:00 ～17:00　
（土日、祝日および当社休日を除く）

お取り扱い上のご注意
時計は精密機器です。また、ガラスを使用していますので、落としたり、衝撃
を与えないでください。故障や破損の原因になります。また、破損した場合、
人的・物的損害が発生するおそれがあります。



電池について

※出荷時に組み込まれている電池は、機能・性能を確認するためのモニター用電池です。
記載されている電池寿命に満たないうちに寿命が切れてしまうことがありますがご了承
ください。

※保証期間内であっても電池の交換は有料となります。

〈電池交換について〉
※寿命の切れた電池をそのままにしておきますと、電池からの液もれにより故障の原因と
なることがありますので、お早めに電池の交換をしてください。

※電池交換は必ず時計専門店をご利用ください。

※電池交換の際は必ず指定電池をご使用ください。

おもな製品仕様

※製品様は改良のため、予告なく変更することがあり
ます。

時 間 精 度

使 用 電 池

電 池 寿 命

平均月差　±20秒以内　

(常温中のクオーツ精度)

ボタン型銀電池（SR626SW）  1個

約3年｠

　時計の使い方ご使用場所のご注意

お手入れについて

長くご愛用いただくために、2～3年に一度の点検・調整（有料）をおすすめします。販売店
にご相談ください。
●汚れがひどい時は、水でうすめた中性洗剤や石けん水を、やわらかい布に少量つけてふき
取り、その後、からぶきしてください。
●ケースなどのよごれ落としに、ベンジン、シンナー、アルコール、スプレー式クリーナー類
は、使用しないでください。

●温度が＋50℃（50度）以上になる所。例えば、長時間直射日光のあたる
所。暖房器具等の熱風や火気に近い所。
●温度が－１0℃以下になる所。（性能が低下することがあります。）
●浴室など湿気が多いところ。
●ほこりが多く発生するところ。
●テレビ・OA機器・オーディオのそばなど強い磁気が発生する所。（磁力の影
響で、時計の進みや遅れが生じたり、止まることがあります。）
●車中や船舶、工事現場など、振動の激しい所。
●温泉場など、ガスの発生する所。
●多くの油を使用する所。（霧状になった油分がケースや機械部に付着し、汚
れや止まりの原因になります。）

禁止

下記のような場所では使わないでください。
機械やケース、電池の品質が低下し、精度不良や時計、電池の寿命が短くなります。

ゴムリングをつけ
るときは、この面
（凸部）を外側に
向ける

ゴムリングを取り外す

B：時刻合わせ
（秒針停止）

A：通常位置

リュウズを
回して時刻
を合わせる

1

❶ 時計ユニットを外す
12時または６時側に爪を掛けて取り外
します。

❷ ゴムリングを外す
❸ 時刻を合わせる
①リュウズを引き出す
②リュウズを回して時刻を合わせる
③リュウズを押し込む

❹ ゴムリングを取り付ける
❺ 時計ユニットを取り付ける
時計ユニットの１２時を上に向けて、時
計枠に押し込みます。

❻ 汚れを落とす
乾いたやわらかい布で時計ユニットお
よび時計枠についた汚れを落としてく
ださい。

時計ユニットを落とさないでください。故障
や破損の原因になります。

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

時計が外れないときは、マイナスドライバーなど

で、キズをつけないように外してください。

6時または１２時
側から外す

時計枠

時計ユニット

【時刻の合わせ方】

【時計ユニットの取り付け /取り外し】


